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(57)【要約】
【課題】固視標の光束が対物レンズを通過する位置に対
応した最適な方法で被検眼に対して固視標を提示する眼
科装置及びその作動方法を提供する。
【解決手段】対物レンズを通して固視標の光束を被検眼
に投射する固視標提示部と、固視標提示部を制御して、
固視標の光束が対物レンズを通過する位置である視標位
置を制御する位置制御部と、を備え、位置制御部は、視
標位置の目標位置がレンズ中心部内である場合に、視標
位置を目標位置に限定する限定制御を固視標提示部に実
行させ、目標位置がレンズ周辺部内である場合に、視標
位置をレンズ中心部内の基準位置から目標位置まで移動
させる移動制御を固視標提示部に実行させる。
【選択図】図１０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対物レンズと、
　固視標を表示する視標表示部、及び前記対物レンズを通して前記視標表示部に表示され
た前記固視標の光束を被検眼に投射する光学系を有する固視標提示部と、
　前記固視標提示部を制御して、前記固視標の光束が前記対物レンズを通過する位置であ
る視標位置を制御する位置制御部と、
　を備え、
　前記位置制御部は、前記対物レンズの中で前記対物レンズの光軸を中心とする一定範囲
内の領域をレンズ中心部とし且つ前記レンズ中心部の外側の領域をレンズ周辺部とした場
合において、前記視標位置の目標位置が前記レンズ中心部内である場合に、前記視標位置
を前記目標位置に限定する限定制御を前記固視標提示部に実行させ、前記目標位置が前記
レンズ周辺部内である場合に、前記視標位置を前記レンズ中心部内の基準位置から前記目
標位置まで移動させる移動制御を前記固視標提示部に実行させる眼科装置。
【請求項２】
　前記位置制御部が前記固視標提示部に前記移動制御を実行させる場合に、前記視標位置
の軌跡を示す軌跡像の表示を前記視標表示部に実行させる軌跡表示制御部を備え、
　前記光学系が、前記対物レンズを通して前記視標表示部に表示された前記軌跡像の光束
を前記被検眼に投射する請求項１に記載の眼科装置。
【請求項３】
　前記対物レンズにおける前記被検眼の視線位置を検出する視線位置検出部を備え、
　前記視線位置検出部の検出結果に基づき、前記視線位置を示す視線位置情報を前記視標
表示部に表示させる情報表示制御部を備え、
　前記光学系が、前記対物レンズを通して前記視標表示部に表示された前記視線位置情報
の光束を前記被検眼に投射する請求項１又は２に記載の眼科装置。
【請求項４】
　前記対物レンズにおける前記被検眼の視線位置を検出する視線位置検出部を備え、
　前記位置制御部が、前記固視標提示部に前記移動制御を実行させる場合に、前記視線位
置検出部の検出結果に基づき、前記視線位置に対する前記視標位置の位置ずれを補正する
補正制御を前記固視標提示部に実行させる請求項１又は２に記載の眼科装置。
【請求項５】
　前記位置制御部が、前記補正制御として、前記視標位置の移動速度の制御、又は前記視
標位置の位置制御を前記固視標提示部に実行させる請求項４に記載の眼科装置。
【請求項６】
　前記視標表示部による前記固視標の表示を制御する視標表示制御部であって、且つ前記
視標表示部に表示させる前記固視標の表示態様を時間的に変化させる又は予め定められた
特定の画像を前記固視標として前記視標表示部に表示させる視標表示制御部を備える請求
項１から５のいずれか１項に記載の眼科装置。
【請求項７】
　前記基準位置が、前記対物レンズの前記光軸の位置である請求項１から６のいずれか１
項に記載の眼科装置。
【請求項８】
　前記目標位置が複数の場合、前記位置制御部が、前記目標位置ごとに順番に前記限定制
御又は前記移動制御を前記固視標提示部に実行させ、
　前記位置制御部が、前記目標位置を前記レンズ中心部内の位置から前記レンズ周辺部内
の位置に切り替える場合に、前記レンズ中心部内の前記目標位置を前記基準位置とする請
求項１から６のいずれか１項に記載の眼科装置。
【請求項９】
　前記位置制御部が、前記視標位置の制御として、前記視標表示部に表示される前記固視
標の表示位置の制御を行う請求項１から８のいずれか１項に記載の眼科装置。
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【請求項１０】
　対物レンズと、固視標を表示する視標表示部、及び前記対物レンズを通して前記視標表
示部に表示された前記固視標の光束を被検眼に投射する光学系を有する固視標提示部と、
前記固視標提示部を制御して、前記固視標の光束が前記対物レンズを通過する位置である
視標位置を制御する位置制御部と、を備える眼科装置の作動方法において、
　前記位置制御部が、前記対物レンズの中で前記対物レンズの光軸を中心とする一定範囲
内の領域をレンズ中心部とし且つ前記レンズ中心部の外側の領域をレンズ周辺部とした場
合において、前記視標位置の目標位置が前記レンズ中心部内の場合に、前記視標位置を前
記目標位置に限定する限定制御を前記固視標提示部に実行させ、前記目標位置が前記レン
ズ周辺部内の場合に、前記視標位置を前記レンズ中心部内の基準位置から前記目標位置ま
で移動させる移動制御を前記固視標提示部に実行させる眼科装置の作動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検眼に固視標を提示する眼科装置及びその作動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　眼科装置による眼科検査（検査、測定、撮影等、被検眼のデータを取得するための各種
行為を含む）では、被検眼の所望の部位を検査するために固視が行われる。固視は、被検
眼に対して固視標を提示し、この固視標を被検眼に注視させることにより実現される。
【０００３】
　固視としては、内部固視が良く知られている（特許文献１又は２参照）。内部固視は、
ドットマトリクス液晶ディスプレイ及びマトリクス発光ダイオードなどの視標表示部によ
り表示された固視標（輝点像）の光束を、光学系により対物レンズを通して被検眼に投射
（投影）する固視方式である。この内部固視では、被検眼に対する固視標の提示位置を自
由に設定することができる。
【０００４】
　例えば、眼底の黄斑のデータを取得する場合には、視標表示部内の黄斑に対応する表示
位置に表示された固視標の光束が、光学系により対物レンズのレンズ中心部を通して被検
眼に投射される。この固視標を被検眼が固視（注視）することにより、黄斑が検査（撮影
）位置に誘導される。
【０００５】
　また、眼底の眼底周辺部のデータを取得する場合には、視標表示部内の眼底周辺部に対
応する表示位置に表示された固視標の光束が、光学系により対物レンズのレンズ周辺部を
通して被検眼に投射される。この固視標を被検眼が固視することにより、被検眼が大きく
回旋されるため、眼底周辺部が検査位置に誘導される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１８－０３８６８７号公報
【特許文献２】特開２０１７－１４３９１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、黄斑の検査のように対物レンズのレンズ中心部を通して固視標を被検眼に提
示する場合、固視標が被検者の視野範囲の中央領域に位置するため、被検眼の視線方向を
固視標に誘導する固視誘導が容易である。その結果、被検眼は固視標を容易に固視するこ
とができる。一方、眼底周辺部等の検査のように対物レンズのレンズ周辺部を通して固視
標を被検眼に提示する場合、固視標が被検者の視野範囲の中央領域に存在しないため、被
検眼が固視標を見失うおそれがあり、被検眼の固視誘導が困難である。このため、固視標



(4) JP 2020-36740 A 2020.3.12

10

20

30

40

50

の光束が対物レンズを通過する位置に応じて、被検眼に対する最適な固視標の提示方法が
異なるという問題がある。
【０００８】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、固視標の光束が対物レンズを通
過する位置に対応した最適な方法で被検眼に対して固視標を提示する眼科装置及びその作
動方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の目的を達成するための眼科装置は、対物レンズと、固視標を表示する視標表示
部、及び対物レンズを通して視標表示部に表示された固視標の光束を被検眼に投射する光
学系を有する固視標提示部と、固視標提示部を制御して、固視標の光束が対物レンズを通
過する位置である視標位置を制御する位置制御部と、を備え、位置制御部は、対物レンズ
の中で対物レンズの光軸を中心とする一定範囲内の領域をレンズ中心部とし且つレンズ中
心部の外側の領域をレンズ周辺部とした場合において、視標位置の目標位置がレンズ中心
部内である場合に、視標位置を目標位置に限定する限定制御を固視標提示部に実行させ、
目標位置がレンズ周辺部内である場合に、視標位置をレンズ中心部内の基準位置から目標
位置まで移動させる移動制御を固視標提示部に実行させる。
【００１０】
　この眼科装置によれば、目標位置がレンズ中心部内である場合には限定制御を行うこと
で被検眼の固視位置を目標位置に速やかに誘導し、逆に目標位置がレンズ周辺部内である
場合には移動制御を行うことで被検眼の固視位置を基準位置から目標位置に向けて確実に
誘導することができる。
【００１１】
　本発明の他の態様に係る眼科装置において、位置制御部が固視標提示部に移動制御を実
行させる場合に、視標位置の軌跡を示す軌跡像の表示を視標表示部に実行させる軌跡表示
制御部を備え、光学系が、対物レンズを通して視標表示部に表示された軌跡像の光束を被
検眼に投射する。これにより、被検眼の固視位置を目標位置に向けて確実に誘導すること
ができる。
【００１２】
　本発明の他の態様に係る眼科装置において、対物レンズにおける被検眼の視線位置を検
出する視線位置検出部を備え、視線位置検出部の検出結果に基づき、視線位置を示す視線
位置情報を視標表示部に表示させる情報表示制御部を備え、光学系が、対物レンズを通し
て視標表示部に表示された視線位置情報の光束を被検眼に投射する。これにより、被検者
が目標位置と視線位置とのずれ量及びずれ方向を認識することができるので、被検眼の固
視位置を目標位置まで確実に誘導させることができる。
【００１３】
　本発明の他の態様に係る眼科装置において、対物レンズにおける被検眼の視線位置を検
出する視線位置検出部を備え、位置制御部が、固視標提示部に移動制御を実行させる場合
に、視線位置検出部の検出結果に基づき、視線位置に対する視標位置の位置ずれを補正す
る補正制御を固視標提示部に実行させる。これにより、被検眼の固視位置を目標位置まで
確実に誘導させることができる。
【００１４】
　本発明の他の態様に係る眼科装置において、位置制御部が、補正制御として、視標位置
の移動速度の制御、又は視標位置の位置制御を固視標提示部に実行させる。
【００１５】
　本発明の他の態様に係る眼科装置において、視標表示部による固視標の表示を制御する
視標表示制御部であって、且つ視標表示部に表示させる固視標の表示態様を時間的に変化
させる又は予め定められた特定の画像を固視標として視標表示部に表示させる視標表示制
御部を備える。これにより、被検者の注意を引くことができるので被検眼を固視標に誘導
し易くなる。
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【００１６】
　本発明の他の態様に係る眼科装置において、基準位置が、対物レンズの光軸の位置であ
る。
【００１７】
　本発明の他の態様に係る眼科装置において、目標位置が複数の場合、位置制御部が、目
標位置ごとに順番に限定制御又は移動制御を固視標提示部に実行させ、位置制御部が、目
標位置をレンズ中心部内の位置からレンズ周辺部内の位置に切り替える場合に、レンズ中
心部内の目標位置を基準位置とする。これにより、被検眼の固視位置を目標位置まで誘導
させる際の誘導時間を短くすることができる。
【００１８】
　本発明の他の態様に係る眼科装置において、位置制御部が、視標位置の制御として、視
標表示部に表示される固視標の表示位置の制御を行う。
【００１９】
　本発明の目的を達成するための眼科装置の作動方法は、対物レンズと、固視標を表示す
る視標表示部、及び対物レンズを通して視標表示部に表示された固視標の光束を被検眼に
投射する光学系を有する固視標提示部と、固視標提示部を制御して、固視標の光束が対物
レンズを通過する位置である視標位置を制御する位置制御部と、を備える眼科装置の作動
方法において、位置制御部が、対物レンズの中で対物レンズの光軸を中心とする一定範囲
内の領域をレンズ中心部とし且つレンズ中心部の外側の領域をレンズ周辺部とした場合に
おいて、視標位置の目標位置がレンズ中心部内の場合に、視標位置を目標位置に限定する
限定制御を固視標提示部に実行させ、目標位置がレンズ周辺部内の場合に、視標位置をレ
ンズ中心部内の基準位置から目標位置まで移動させる移動制御を固視標提示部に実行させ
る。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明は、固視標の光束が対物レンズを通過する位置に対応した最適な方法で被検眼に
対して固視標を提示することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】第１実施形態の眼科装置の構成の一例を示す概略図である。
【図２】演算制御ユニットの機能ブロック図である。
【図３】被検眼に提示される固視標の一例を説明するための説明図である。
【図４】被検眼に提示される固視標の一例を説明するための説明図である。
【図５】被検眼に提示される固視標の一例を説明するための説明図である。
【図６】被検眼に提示される固視標の一例を説明するための説明図である。
【図７】眼底の検査対象部位と視標表示部の表示面内での固視標の表示位置との関係の一
例を示した説明図である。
【図８】被検者側から見た対物レンズの正面拡大図である。
【図９】表示制御部による限定制御を説明するための説明図である。
【図１０】表示制御部による移動制御を説明するための説明図である。
【図１１】表示制御部による移動制御を行う場合の基準位置の変形例を説明するための説
明図である。
【図１２】眼科装置による被検眼の検査処理、特に被検眼に対する固視標の提示処理の流
れを示すフローチャートである。
【図１３】第２実施形態の眼科装置の構成の一例を示す概略図である。
【図１４】第２実施形態の演算制御ユニットの機能ブロック図である。
【図１５】プルキンエ像を利用する視線位置検出部の視線位置検出方法を説明するための
説明図である。
【図１６】被検眼の撮像画像データに基づき被検眼Ｅの視線方向を検出する方法を説明す
るための説明図である。
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【図１７】第２実施形態の表示制御部による移動制御を説明するための説明図である。
【図１８】第２実施形態の表示制御部による補正制御を説明するための説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　［第１実施形態の眼科装置］
　図１は、第１実施形態の眼科装置１の構成の一例を示す概略図である。眼科装置１は、
眼底カメラと、光コヒーレンストモグラフィ（Optical Coherence Tomography：OCT）を
用いて断層像を得る光干渉断層計と、を組み合わせた複合機である。
【００２３】
　図１に示すように、眼科装置１は、眼底カメラユニット２、ＯＣＴユニット１００、及
び演算制御ユニット２００等を備える。眼底カメラユニット２は、従来の眼底カメラとほ
ぼ同様の光学系を有する。ＯＣＴユニット１００には、眼底ＥｆのＯＣＴ画像を取得する
ための光学系が設けられている。演算制御ユニット２００は、各種の演算処理及び制御処
理等を実行するパーソナルコンピュータ等の演算処理装置である。
【００２４】
　［眼底カメラユニット］
　眼底カメラユニット２は、被検眼Ｅの眼底Ｅｆの表面形態を表す２次元画像（眼底像）
を取得するための光学系として、照明光学系１０及び撮影光学系３０を備える。照明光学
系１０は眼底Ｅｆに対して照明光を照射する。撮影光学系３０は、眼底Ｅｆで反射された
照明光の眼底反射光を、ＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor）型又は
ＣＣＤ（Charge Coupled Device）型のイメージセンサ３５，３８に導く。また、撮影光
学系３０は、ＯＣＴユニット１００から出力された信号光を眼底Ｅｆに導くと共に、眼底
Ｅｆを経由した信号光をＯＣＴユニット１００に導く。
【００２５】
　照明光学系１０は、観察光源１１、反射ミラー１２、集光レンズ１３、可視カットフィ
ルタ１４、撮影光源１５、ミラー１６、リレーレンズ１７，１８、絞り１９、リレーレン
ズ２０、孔開きミラー２１、ダイクロイックミラー４６、及び対物レンズ２２等を備える
。
【００２６】
　撮影光学系３０は、既述の対物レンズ２２、ダイクロイックミラー４６、及び孔開きミ
ラー２１の他に、ダイクロイックミラー５５、合焦レンズ３１、ミラー３２、ハーフミラ
ー３９Ａ、視標表示部３９、ダイクロイックミラー３３、集光レンズ３４、イメージセン
サ３５、ミラー３６、集光レンズ３７、及びイメージセンサ３８等を備える。
【００２７】
　観察光源１１は、例えばハロゲンランプ又はＬＥＤ（Light Emitting Diode）光源等が
用いられ、観察照明光を出射する。観察光源１１から出射された観察照明光は、反射ミラ
ー１２により反射され、集光レンズ１３を経由し、可視カットフィルタ１４を透過して近
赤外光となる。さらに、観察照明光は、撮影光源１５の近傍にて一旦集束し、ミラー１６
により反射され、リレーレンズ１７，１８、絞り１９、及びリレーレンズ２０を経由する
。そして、観察照明光は、孔開きミラー２１の周辺部（孔部の周囲の領域）にて反射され
、ダイクロイックミラー４６を透過し、対物レンズ２２により屈折されて眼底Ｅｆを照明
する。
【００２８】
　観察照明光の眼底反射光は、対物レンズ２２により屈折され、ダイクロイックミラー４
６を透過し、孔開きミラー２１の中心領域に形成された孔部を通過し、ダイクロイックミ
ラー５５を透過し、合焦レンズ３１を経由し、ミラー３２により反射される。さらに、こ
の眼底反射光は、ハーフミラー３９Ａを透過し、ダイクロイックミラー３３により反射さ
れ、集光レンズ３４によりイメージセンサ３５の受光面に結像される。イメージセンサ３
５は、眼底反射光を撮像（受光）して撮像信号を出力する。表示装置３には、イメージセ
ンサ３５から出力された撮像信号に基づく観察画像が表示される。なお、撮影光学系３０



(7) JP 2020-36740 A 2020.3.12

10

20

30

40

50

のピントが被検眼Ｅの前眼部Ｅａに調整されている場合には前眼部Ｅａの観察画像が表示
装置３に表示され、撮影光学系３０のピントが眼底Ｅｆに調整されている場合には眼底Ｅ
ｆの観察画像が表示装置３に表示される。
【００２９】
　撮影光源１５は、例えばキセノンランプ又はＬＥＤ光源等が用いられ、撮影照明光を出
射する。撮影光源１５から出射された撮影照明光は、既述の観察照明光と同様の経路を通
って眼底Ｅｆに照射される。撮影照明光の眼底反射光は、観察照明光の眼底反射光と同様
の経路を通ってダイクロイックミラー３３まで導かれ、ダイクロイックミラー３３を透過
し、ミラー３６により反射され、集光レンズ３７によりイメージセンサ３８の受光面に結
像される。
【００３０】
　イメージセンサ３８は、眼底反射光を撮像（受光）して撮像信号を出力する。表示装置
３には、イメージセンサ３８から出力された撮像信号に基づく撮影画像が表示される。な
お、観察画像を表示する表示装置３と撮影画像を表示する表示装置３とは、同一のもので
あってもよいし、異なるものであってもよい。
【００３１】
　視標表示部３９は、例えば、ドットマトリクス液晶ディスプレイ（ＬＣＤ：Liquid Cry
stal Display）及びマトリクス発光ダイオード（ＬＥＤ）などの各種表示装置（デバイス
）が用いられる。この視標表示部３９は固視標９０を表示する。また、視標表示部３９は
、ドットマトリクスＬＣＤ等であるので、固視標９０の表示態様（形状等）及び表示位置
を任意に設定可能である。なお、視標表示部３９は、固視標９０の他に視力測定用視標な
ども表示可能である。
【００３２】
　視標表示部３９に表示された固視標９０の光束は、その一部がハーフミラー３９Ａにて
反射された後、ミラー３２、合焦レンズ３１、ダイクロイックミラー５５、孔開きミラー
２１の孔部、ダイクロイックミラー４６、及び対物レンズ２２を経て被検眼Ｅに投射され
る。これにより、被検眼Ｅに対して固視標９０及び視力測定用視標などを提示することが
できる。なお、既述のハーフミラー３９Ａから対物レンズ２２までが本発明の光学系に相
当する。従って、本実施形態では撮影光学系３０の一部が本発明の固視標提示部として機
能する。
【００３３】
　さらに、眼底カメラユニット２は、従来の眼底カメラと同様にアライメント光学系５０
及びフォーカス光学系６０を備える。アライメント光学系５０は、被検眼Ｅに対する眼底
カメラユニット２の位置合わせ（アライメント）を行うためのアライメント指標を生成す
る。フォーカス光学系６０は、眼底Ｅｆに対してフォーカス（ピント）を合わせるための
スプリット指標を生成する。
【００３４】
　アライメント光学系５０は、既述の対物レンズ２２、ダイクロイックミラー４６、孔開
きミラー２１、及びダイクロイックミラー５５の他に、ＬＥＤ５１、絞り５２，５３、及
びリレーレンズ５４を備える。また、フォーカス光学系６０は、既述の対物レンズ２２、
ダイクロイックミラー４６、及び孔開きミラー２１の他に、ＬＥＤ６１、リレーレンズ６
２、スプリット指標板６３、二孔絞り６４、ミラー６５、集光レンズ６６、及び反射棒６
７を備える。
【００３５】
　アライメント光学系５０のＬＥＤ５１から出射されたアライメント光は、絞り５２，５
３及びリレーレンズ５４を経由してダイクロイックミラー５５により反射され、孔開きミ
ラー２１の孔部を通過し、ダイクロイックミラー４６を透過し、対物レンズ２２により被
検眼Ｅの前眼部Ｅａの角膜に投射される。
【００３６】
　アライメント光の角膜反射光は、対物レンズ２２、ダイクロイックミラー４６、及び孔
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開きミラー２１の孔部を経由し、その一部がダイクロイックミラー５５を透過した後、合
焦レンズ３１、ミラー３２、ハーフミラー３９Ａ、ダイクロイックミラー３３、及び集光
レンズ３４を経てイメージセンサ３５の受光面に入射する。
【００３７】
　イメージセンサ３５は、アライメント光の角膜反射光を撮像（受光）して撮像信号を出
力する。これにより、表示装置３に、既述の前眼部Ｅａの観察画像と共にアライメント指
標が表示される。そして、ユーザは、従来の眼底カメラと同様の操作を行ってアライメン
トを実施する。また、演算制御ユニット２００がアライメント指標の位置を解析して光学
系を移動させることによりアライメント（オートアライメント）を行ってもよい。
【００３８】
　反射棒６７の反射面は、フォーカス光学系６０によるフォーカス調整が行われる場合に
照明光学系１０の光路上にセットされる。ＬＥＤ６１から出射されたフォーカス光は、リ
レーレンズ６２を通過し、スプリット指標板６３により２つの光束に分離された後、二孔
絞り６４、ミラー６５、及び集光レンズ６６を経て反射棒６７の反射面に一旦結像され、
この反射面にてリレーレンズ２０に向けて反射される。さらにフォーカス光は、リレーレ
ンズ２０、孔開きミラー２１、ダイクロイックミラー４６、及び対物レンズ２２を経て眼
底Ｅｆに投射される。
【００３９】
　フォーカス光の眼底反射光は、アライメント光の角膜反射光と同様の経路を通ってイメ
ージセンサ３５により撮像される。イメージセンサ３５は、フォーカス光の眼底反射光を
撮像して撮像信号を出力する。これにより、表示装置３に観察画像と共にスプリット指標
が表示される。後述の演算制御ユニット２００は、従来と同様に、スプリット指標の位置
を解析して合焦レンズ３１等を移動させてピント合わせを自動で行う。また、ユーザがス
プリット指標を視認しつつ手動でピント合わせを行ってもよい。
【００４０】
　ダイクロイックミラー４６は、眼底撮影用の光路からＯＣＴ計測用の光路を分岐させて
いる。ダイクロイックミラー４６は、ＯＣＴ計測に用いられる波長帯の光を反射し、眼底
撮影用の光を透過させる。このＯＣＴ計測用の光路には、ＯＣＴユニット１００側から順
に、コリメータレンズユニット４０と、光路長変更部４１と、ガルバノスキャナ４２と、
合焦レンズ４３と、ミラー４４と、リレーレンズ４５と、が設けられている。
【００４１】
　光路長変更部４１は、図１に示す矢印の方向に移動可能とされ、ＯＣＴ計測用の光路の
光路長を変更する。この光路長の変更は、被検眼Ｅの眼軸長に応じた光路長の補正、及び
干渉状態の調整などに利用される。光路長変更部４１は、例えばコーナーキューブと、こ
れを移動する機構と、を含む。
【００４２】
　ガルバノスキャナ４２は、ＯＣＴ計測用の光路を通過する信号光の進行方向を変更する
。これにより、眼底Ｅｆを信号光で走査することができる。ガルバノスキャナ４２は、た
とえば、信号光をＸ方向に走査するガルバノミラーと、Ｙ方向に走査するガルバノミラー
と、これらを独立に駆動する機構とを含む。これにより、信号光をＸＹ平面上の任意の方
向に走査することができる。
【００４３】
　眼底カメラユニット２には２台の前眼部カメラ３００が設けられている。各前眼部カメ
ラ３００は、前眼部Ｅａを異なる方向から実質的に同時に撮影する。また、各前眼部カメ
ラ３００は、照明光学系１０の光路及び撮影光学系３０の光路から外れた位置に設けられ
ている。そして、各前眼部カメラ３００は、被検眼Ｅが実質的に同じ位置（向き）にある
状態での被検眼Ｅの撮影画像をそれぞれ取得する。各撮影画像は、演算制御ユニット２０
０による被検眼Ｅの特徴部位の三次元位置の解析に用いられる。
【００４４】
　［ＯＣＴユニット］
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　ＯＣＴユニット１００は、眼底ＥｆのＯＣＴ画像の取得に用いられる光学系を備える。
この光学系は、従来のＯＣＴ装置と同様の構成を有する。すなわち、この光学系は、低コ
ヒーレンス光を参照光と信号光に分割し、眼底Ｅｆを経由した信号光と参照光路を経由し
た参照光とを干渉させて干渉光を生成し、この干渉光のスペクトル成分を検出する。この
検出結果（検出信号）は、ＯＣＴユニット１００から演算制御ユニット２００へ出力され
る。なお、ＯＣＴユニット１００の光学系の具体的な構成については公知技術（例えば上
記特許文献１及び２参照）であるので、ここでは具体的な説明は省略する。
【００４５】
　［演算制御ユニット］
　図２は、演算制御ユニット２００の機能ブロック図である。図２に示すように、演算制
御ユニット２００は、統括制御部２０２、記憶部２０４、画像形成部２０６、及びデータ
処理部２０８等を備える。なお、本実施形態において演算制御ユニット２００内の「～部
」として説明するものは「～回路」、「～装置」、又は「～機器」であってもよい。すな
わち、「～部」として説明するものは、ファームウェア、ソフトウェア、及びハードウェ
アまたはこれらの組み合わせのいずれで構成されても構わない。また、演算制御ユニット
２００には、既述の眼底カメラユニット２の各部、表示装置３、及びＯＣＴユニット１０
０の他に、操作部２１０が接続されている。操作部２１０は、操作レバー、キーボード、
マウス、及びタッチパネル式のモニタ等の公知の操作デバイスであり、検者による各種の
入力操作を受け付ける。
【００４６】
　統括制御部２０２は、検者による操作部２１０への入力操作に応じて、眼底カメラユニ
ット２、表示装置３、及びＯＣＴユニット１００の各部の動作を統括制御する。なお、図
２では、統括制御部２０２の各種機能の中で固視標９０の表示制御に係る機能のみを図示
し、他の機能については公知技術であるので具体的な図示は省略する。
【００４７】
　統括制御部２０２の機能は、各種のプロセッサ（Processor）を用いて実現できる。各
種のプロセッサには、ＣＰＵ（Central Processing Unit）、ＧＰＵ（Graphics Processi
ng Unit）、ＡＳＩＣ（Application Specific Integrated Circuit）、及びプログラマブ
ル論理デバイス［例えばＳＰＬＤ（Simple Programmable Logic Devices）、ＣＰＬＤ（C
omplex Programmable Logic Device）、及びＦＰＧＡ（Field Programmable Gate Arrays
）］等が含まれる。なお、統括制御部２０２の各種機能は、１つのプロセッサにより実現
されてもよいし、同種または異種の複数のプロセッサで実現されてもよい。
【００４８】
　記憶部２０４は、統括制御部２０２のプロセッサが実行する制御プログラムの他、ＯＣ
Ｔ画像の画像データ、眼底像の画像データ、及び被検眼情報（被検者情報を含む）などを
記憶する。また、記憶部２０４は、詳しくは後述する対応情報２１２を記憶している。
【００４９】
　画像形成部２０６は、ＯＣＴユニット１００から入力される検出信号を解析して眼底Ｅ
ｆのＯＣＴ画像を形成する。なお、ＯＣＴ画像の具体的な形成方法は、従来のＯＣＴ装置
と同様である。データ処理部２０８は、画像形成部２０６により形成されたＯＣＴ画像、
及び既述の眼底カメラユニット２により取得された画像（眼底像及び前眼部像）に対して
画像処理等を施す。
【００５０】
　［固視標の提示（表示）制御］
　統括制御部２０２は、被検眼Ｅに固視標９０の提示を行う場合、記憶部２０４から読み
出した制御プログラムを実行することにより表示制御部２１４として機能する。なお、表
示制御部２１４は、本発明の位置制御部、軌跡表示制御部、及び視標表示制御部に相当す
る。
【００５１】
　図３から図６は、表示制御部２１４が視標表示部３９に表示させる固視標９０、すなわ
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ち被検眼Ｅに提示される固視標９０の一例を説明するための説明図である。ここでは、表
示制御部２１４は本発明の視標表示制御部として機能する。
【００５２】
　図３から図５に示すように、表示制御部２１４は、視標表示部３９に固視標９０を表示
させる場合に固視標９０の表示態様を時間的に変化させる。例えば、図３に示すように、
表示制御部２１４は、固視標９０の中心を基準として回転（自転）する固視標９０を視標
表示部３９に表示させる。また、図４に示すように、表示制御部２１４は、拡大及び縮小
を反復する固視標９０を視標表示部３９に表示させる。さらに、図５に示すように、表示
制御部２１４は、自転する数字を含む固視標９０であって且つ時間経過に応じて数字が入
れ替わる表示態様の固視標９０を視標表示部３９に表示させる。このように視標表示部３
９に表示される固視標９０の表示態様を時間変化させることで、被検者の注意を引くこと
ができる。これにより、被検眼Ｅを固視標９０に誘導し易くなる。
【００５３】
　図６に示すように、表示制御部２１４は、予め定められた特定の画像（動物、乗り物、
及びフィクションに登場するキャラクター等）を固視標９０として視標表示部３９に表示
させてもよい。この場合にも、被検者の注意を引くことができるので被検眼Ｅを固視標９
０に誘導し易くなる。
【００５４】
　表示制御部２１４は、検者により操作部２１０に入力された眼底Ｅｆの検査（撮影）対
象部位の指定操作に基づき、視標表示部３９に表示させる固視標９０の表示位置を制御す
る。そして、表示制御部２１４は、視標表示部３９に表示される固視標９０の表示位置を
制御することで、固視標９０の光束が対物レンズ２２を通過する位置である視標位置を、
対物レンズ２２の光軸ＯＡ（図８参照）に対して垂直方向（ＸＹ方向：図１参照）に制御
する。すなわち、表示制御部２１４に被検眼Ｅに提示する固視標９０の提示位置を上述の
垂直方向に制御する。以下、既述の指定操作に対応した表示位置で視標表示部３９に表示
された固視標９０の光束が対物レンズ２２を通過する位置を「目標位置」という。
【００５５】
　図７は、眼底Ｅｆの検査対象部位と視標表示部３９の表示面内での固視標９０の表示位
置との関係の一例を示した説明図である。
【００５６】
　図７に示すように、符号「Ｍ」は、被検眼Ｅの両眼の眼底Ｅｆの黄斑に対応した固視標
９０の表示位置である。なお、この表示位置Ｍは、対物レンズ２２の光軸ＯＡ（図８参照
）の位置に対応している。すなわち、表示位置Ｍで表示された固視標９０の光束は、対物
レンズ２２の光軸ＯＡを通る。
【００５７】
　符号「ＣＲ」は、被検眼Ｅの右眼の眼底Ｅｆの眼底中心に対応する固視標９０の表示位
置であり、符号「ＣＬ」は、被検眼Ｅの左眼の眼底Ｅｆの眼底中心に対応する固視標９０
の表示位置である。符号「ＤＲ」は、被検眼Ｅの右眼の眼底Ｅｆの視神経乳頭に対応する
固視標９０の表示位置であり、符号「ＤＬ」は、被検眼Ｅの左眼の眼底Ｅｆの視神経乳頭
に対応する固視標９０の表示位置である。符号「Ｐ」は、被検眼Ｅの両眼の眼底Ｅｆの眼
底周辺部の８個の位置に対応する固視標９０の表示位置である。
【００５８】
　なお、視標表示部３９に表示される固視標９０の表示位置は図７に示した位置に限定さ
れるものではなく、適宜変更してもよい。また、他の検査対象部位（例えば黄斑と視神経
乳頭との中間位置）に対応する表示位置を追加してもよい。
【００５９】
　視標表示部３９に表示された固視標９０の光束は、既述の通り、ハーフミラー３９Ａか
らダイクロイックミラー４６を経た後、対物レンズ２２を通して被検眼Ｅに投射される。
これにより、被検眼Ｅに固視標９０を提示して、被検眼Ｅに固視標９０を固視させること
ができる。
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【００６０】
　図８は、被検者側から見た対物レンズ２２の正面拡大図である。図８及び既述の図７に
示すように、視標表示部３９の表示位置Ｍで表示された固視標９０の光束は、対物レンズ
２２の後述のレンズ中心部２２ａ内の視標位置ＴＭ（光軸ＯＡに相当）を通って被検眼Ｅ
に投射される。これにより、被検眼Ｅ（右眼及び左眼）が視標位置ＴＭ上の固視標９０を
固視することで、ＯＣＴユニット１００から出射される信号光の照射位置（スキャン位置
）に眼底Ｅｆの黄斑が移動される。
【００６１】
　視標表示部３９の表示位置ＣＲで表示された固視標９０の光束は、レンズ中心部２２ａ
内の視標位置ＴＣＲを通って被検眼Ｅに投射される。また、視標表示部３９の表示位置Ｃ
Ｌで表示された固視標９０の光束は、レンズ中心部２２ａ内の視標位置ＴＣＬを通って被
検眼Ｅに投射される。これにより、被検眼Ｅの右眼が視標位置ＴＣＲ上の固視標９０を固
視したり、或いは左眼が視標位置ＴＣＬ上の固視標９０を固視したりすることで、眼底Ｅ
ｆの眼底中心が既述の信号光の照射位置に移動される。
【００６２】
　視標表示部３９の表示位置ＤＲで表示された固視標９０の光束は、対物レンズ２２の後
述のレンズ周辺部２２ｂ内の視標位置ＴＤＲを通って被検眼Ｅに投射される。また、視標
表示部３９の表示位置ＤＬで表示された固視標９０の光束は、レンズ周辺部２２ｂ内の視
標位置ＴＤＬを通って被検眼Ｅに投射される。これにより、被検眼Ｅの右眼が視標位置Ｔ
ＤＲ上の固視標９０を固視したり、或いは左眼が視標位置ＴＤＬ上の固視標９０を固視し
たりすることで、眼底Ｅｆの視神経乳頭が既述の信号光の照射位置に移動される。
【００６３】
　視標表示部３９の各表示位置Ｐでそれぞれ表示された固視標９０の光束は、レンズ周辺
部２２ｂ内の各視標位置ＴＰをそれぞれ通って被検眼Ｅに投射される。これにより、被検
眼Ｅ（右眼及び左眼）が各視標位置ＴＰのいずれかの視標位置ＴＰ上の固視標９０を固視
することで、眼底Ｅｆの８か所の眼底周辺部のいずれかが既述の信号光の照射位置に移動
される。
【００６４】
　レンズ中心部２２ａは、対物レンズ２２の光軸ＯＡを中心とする一定範囲内の領域であ
り、本実施形態では既述の視標位置ＴＭ及び視標位置ＴＣＲ，ＴＣＬを含む。ここで、対
物レンズ２２の視標位置ＴＭ及び視標位置ＴＣＲ，ＴＣＬをそれぞれ通過した固視標９０
を被検眼Ｅが固視する場合に、固視標９０は被検者の視野範囲の中央領域に位置するため
、被検眼Ｅを大きく回旋させる必要はない。このため、被検眼Ｅを容易に固視標９０に誘
導することができる。従って、レンズ中心部２２ａは、対物レンズ２２の中で被検眼Ｅを
固視標９０に容易に誘導することが可能な領域である。
【００６５】
　なお、レンズ中心部２２ａは、対物レンズ２２の中で図４に示す範囲に限定されるもの
ではなく、視標位置ＴＭのみを含む範囲であったり、或いは視標位置ＴＤＲ，ＴＤＬまで
を含む範囲であったり、眼底Ｅｆの他の検査対象部位（黄斑と視神経乳頭との中間位置等
）に対応する視標位置を含む範囲であったりしてもよい。
【００６６】
　レンズ周辺部２２ｂは、対物レンズ２２の中で既述のレンズ中心部２２ａの外側の領域
であり、本実施形態では既述の視標位置ＴＤＲ，ＴＤＬ及び視標位置ＴＰを含む。ここで
、対物レンズ２２の視標位置ＴＤＲ，ＴＤＬ及び視標位置ＴＰをそれぞれ通過した固視標
９０を被検眼Ｅが固視する場合に、固視標９０は被検者の視野範囲の中央領域に存在しな
いので、被検眼Ｅを大きく回旋させる必要がある。このため、被検眼Ｅが固視標９０を見
失うおそれがあり、被検眼Ｅを固視標９０に誘導することが困難である。
【００６７】
　従って、表示制御部２１４は、検査対象部位に対応する目標位置（各視標位置ＴＰ，Ｔ
ＣＲ，…ＴＰ）がレンズ中心部２２ａ内及びレンズ周辺部２２ｂ内のいずれであるかに応
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じて、視標表示部３９による固視標９０の表示制御方法を切り替える。これにより、目標
位置がレンズ中心部２２ａ内及びレンズ周辺部２２ｂ内のいずれであるかに応じて、固視
標９０の視標位置の位置制御方法が異なる。
【００６８】
　この際に、既述の図３に示した記憶部２０４には、複数の検査対象部位と、検査対象部
位ごとの視標表示部３９による固視標９０の表示制御方法と、の対応関係を示す対応情報
２１２が記憶されている。固視標９０の表示制御方法には、レンズ中心部２２ａ内の目標
位置（視標位置ＴＭ，ＴＣＲ，ＴＣＬ）に対応した限定制御と、レンズ周辺部２２ｂ内の
目標位置（視標位置ＴＤＲ，ＴＤＬ，ＴＰ）に対応した移動制御と、が含まれる。
【００６９】
　そして、表示制御部２１４は、操作部２１０に対する指定操作で指定された検査対象部
位に基づき、記憶部２０４内の対応情報２１２を参照することで、目標位置がレンズ中心
部２２ａ内である場合には視標表示部３９に限定制御を実行させ、目標位置がレンズ周辺
部２２ｂ内である場合には視標表示部３９に移動制御を実行させる。
【００７０】
　図９は、表示制御部２１４による限定制御を説明するための説明図である。なお、図９
に示す例では、検査対象部位として被検眼Ｅ（右眼）の眼底Ｅｆの眼底中心が指定された
ものとする。
【００７１】
　図９に示すように、表示制御部２１４は、目標位置が視標位置ＴＣＲである場合、対応
情報２１２に基づき、レンズ中心部２２ａ内の視標位置ＴＣＲに対応した限定制御を視標
表示部３９に実行させる。この場合、表示制御部２１４は、固視標９０の視標位置が目標
位置（ここでは視標位置ＴＣＲ）に限定されるように、視標表示部３９を制御する。具体
的に表示制御部２１４は、視標表示部３９内での固視標９０の表示位置を表示位置ＣＲに
限定する。これにより、後述の移動制御とは異なり、固視標９０を被検眼Ｅに速やかに提
示することができる。
【００７２】
　図１０は、表示制御部２１４による移動制御を説明するための説明図である。なお、図
１０に示す例では、検査対象部位として被検眼Ｅ（右眼及び左眼のいずれでも可）の眼底
Ｅｆの眼底周辺部の１箇所が指定されたものとする。この場合に、表示制御部２１４は本
発明の位置制御部として機能する。
【００７３】
　図１０の符号XAに示すように、表示制御部２１４は、目標位置が視標位置ＴＰである場
合、対応情報２１２に基づき、レンズ周辺部２２ｂ内の視標位置ＴＰに対応した移動制御
を視標表示部３９に実行させる。最初に表示制御部２１４は、固視標９０の視標位置がレ
ンズ中心部２２ａ内の所定の基準位置に一致（略一致を含む）するように、視標表示部３
９に固視標９０を表示させる。ここで本実施形態の基準位置は光軸ＯＡの位置であり、表
示制御部２１４は、視標表示部３９の表示位置Ｍに固視標９０を表示させる。これにより
、固視標９０が被検者の視野範囲の中央領域に位置するので、被検眼Ｅが固視標９０を容
易に固視することができる。
【００７４】
　次いで、表示制御部２１４は、図中の矢印αで示すように、固視標９０の視標位置が基
準位置から指定操作で指定された目標位置（ここでは視標位置ＴＰ）に向けて移動するよ
うに、視標表示部３９の表示制御を行う。なお、矢印αは固視標９０の移動方向を示した
ものであり、この矢印αが視標表示部３９に実際に表示されていないくともよいし或いは
表示されていてもよい。
【００７５】
　具体的に表示制御部２１４は、視標表示部３９内での固視標９０の表示位置を表示位置
Ｍから表示位置Ｐに向けて移動させる。この際に固視標９０の移動速度は、被検眼Ｅが固
視標９０を見失わない速度に設定されている。これにより、図１０の符号XBに示すように
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、固視標９０の視標位置が基準位置（光軸ＯＡ）から目標位置（視標位置ＴＰ）に向けて
ゆっくり移動するため、被検眼Ｅの固視位置を基準位置から目標位置に向けて誘導するこ
とができる。
【００７６】
　また、表示制御部２１４は、視標表示部３９に既述の移動制御を実行させる場合に、基
準位置に対応する表示位置Ｍから目標位置に対応する表示位置Ｐに向けて移動する固視標
９０の軌跡像９２を視標表示部３９に表示させる。この場合、表示制御部２１４は本発明
の軌跡表示制御部として機能する。
【００７７】
　視標表示部３９に表示された軌跡像９２の光束は、固視標９０の光束と共にハーフミラ
ー３９Ａから対物レンズ２２を通して被検眼Ｅに投射される。その結果、対物レンズ２２
上において基準位置から目標位置（視標位置ＴＰ）に向けて移動する固視標９０の視標位
置の軌跡を示す軌跡像９２が被検眼Ｅに提示される。これにより、被検眼Ｅの固視位置を
基準位置から視標位置ＴＰまで確実に誘導することができる。
【００７８】
　このように表示制御部２１４は、操作部２１０に対する指定操作で指定された目標位置
がレンズ中心部２２ａ内である場合には視標表示部３９に限定制御を実行させ、この目標
位置がレンズ周辺部２２ｂ内である場合には視標表示部３９に移動制御を実行させる。
【００７９】
　なお、被検眼ＥのＯＣＴ検査では被検眼Ｅに対して複数の目標位置を順番に提示する場
合がある。この場合、表示制御部２１４は、操作部２１０に対する指定操作で指定された
複数の目標位置ごとに、目標位置がレンズ中心部２２ａ内或いはレンズ周辺部２２ｂ内で
あるかに応じて、限定制御又は移動制御を視標表示部３９に順番に実行させる。
【００８０】
　図１１は、表示制御部２１４による移動制御を行う場合の基準位置の変形例を説明する
ための説明図である。ここでは、目標位置をレンズ中心部２２ａ内の位置（視標位置ＴＣ
Ｒ：符号XIA参照）からレンズ周辺部２２ｂ内の位置（視標位置ＴＰ：符号XIB参照）に切
り替える場合を例に挙げて説明を行う。
【００８１】
　図１１に示すように、表示制御部２１４は、１つ前の目標位置、すなわちレンズ中心部
２２ａ内の視標位置ＴＣＲを基準位置として、この基準位置から固視標９０の視標位置を
新目標位置に向けて移動させる移動制御を視標表示部３９に実行させる。
【００８２】
　このように目標位置をレンズ中心部２２ａ内の位置からレンズ周辺部２２ｂ内の位置に
切り替える場合に、先のレンズ中心部２２ａ内の目標位置を基準位置とすることで、固視
標９０の視標位置を光軸ＯＡに合せる必要がなくなる。このため、被検眼Ｅの固視位置を
視標位置ＴＰまで誘導させる際の誘導時間を短くすることができる。
【００８３】
　［眼科装置の作用］
　図１２は、上記構成の眼科装置１による被検眼Ｅの検査処理、特に被検眼Ｅに対する固
視標９０の提示処理の流れ（本発明の眼科装置の作動方法に相当）を示すフローチャート
である。
【００８４】
　図１２に示すように、眼科装置１での所定の検査準備処理が完了した後、検者が操作部
２１０に対して眼底Ｅｆの検査対象部位の指定操作を行う（ステップＳ１）。そして、統
括制御部２０２の表示制御部２１４は、指定操作で指定された検査対象部位に基づき、記
憶部２０４内の対応情報２１２を参照して、視標表示部３９による固視標９０の表示制御
方法を決定する（ステップＳ２）。
【００８５】
　表示制御部２１４は、対応情報２１２に基づき、目標位置がレンズ中心部２２ａ内の視
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標位置ＴＭ，ＴＣＲ，ＴＣＬ等である場合、既述の図９で説明したように視標表示部３９
に限定制御を開始させる（ステップＳ３）。この場合、視標表示部３９は、固視標９０の
表示位置を目標位置に対応する位置（表示位置Ｍ，ＣＲ，ＣＬ等）に限定する。これによ
り、視標表示部３９で表示された固視標９０の光束が、ハーフミラー３９Ａから対物レン
ズ２２を経て被検眼Ｅに投射される。その結果、被検眼Ｅに固視標９０が提示される（ス
テップＳ４）。
【００８６】
　目標位置がレンズ中心部２２ａ内である場合、固視標９０が被検者の視野範囲の中央領
域に位置するので、被検眼Ｅが固視標９０を容易に固視することができる。また、この場
合には、移動制御のような固視標９０の移動は行わないので、被検眼Ｅの固視位置を速や
かに目標位置に誘導することができる。
【００８７】
　一方、表示制御部２１４は、対応情報２１２に基づき、目標位置がレンズ周辺部２２ｂ
内の視標位置ＴＤＲ，ＴＤＬ，ＴＰ等である場合、既述の図１０で説明したように視標表
示部３９に移動制御を開始させる（ステップＳ５）。最初に表示制御部２１４は、視標表
示部３９の表示位置Ｍに固視標９０を表示させる。これにより、視標表示部３９に表示さ
れた固視標９０の光束がハーフミラー３９Ａから対物レンズ２２を経て被検眼Ｅに投射さ
れ、対物レンズ２２の光軸ＯＡに対応する基準位置にて固視標９０が被検眼Ｅに提示され
る（ステップＳ６）。その結果、被検眼Ｅが固視標９０を容易に固視することができる。
【００８８】
　次いで、表示制御部２１４は、視標表示部３９内での固視標９０の表示位置を表示位置
Ｍから目標位置に対応する表示位置（表示位置ＤＲ，ＤＬ，Ｐ）に向けて所定速度で移動
させる。これにより、固視標９０の視標位置が基準位置から目標位置に向けてゆっくり移
動する（ステップＳ７）。これにより、被検眼Ｅの固視位置を基準位置から目標位置に向
けて誘導することができる。
【００８９】
　また、同時に表示制御部２１４は、視標表示部３９を制御して、表示位置Ｍから目標位
置に対応する表示位置に向けて移動する固視標９０の軌跡像９２を表示させる（ステップ
Ｓ８）。これにより、軌跡像９２の光束がハーフミラー３９Ａから対物レンズ２２を経て
被検眼Ｅに投射される。その結果、目標位置に向けて移動する固視標９０の視標位置の軌
跡像９２が被検眼Ｅに提示されるので、被検眼Ｅの固視位置を目標位置に向けて確実に誘
導することができる。
【００９０】
　以下、固視標９０の視標位置が目標位置に到達するまで、既述のステップＳ７，Ｓ８の
処理が繰り返し実行される（ステップＳ９）。これにより、被検眼Ｅの固視位置が目標位
置に誘導される。
【００９１】
　また、既述のステップＳ２からステップＳ９までの処理と並行して或いは前後して、統
括制御部２０２は、照明光学系１０の照明光の光量の設定と、撮影光学系３０の観察照明
光の光量の設定を行う（ステップＳ１０）。なお、各光量の設定方法については公知技術
であるので、ここでは具体的な説明は省略する。
【００９２】
　次いで、前眼部Ｅａに対する眼底カメラユニット２のアライメントと、眼底Ｅｆに対す
る眼底カメラユニット２のフォーカス調整とが、統括制御部２０２の制御の下において自
動で実行、或いは操作部２１０に対する操作入力により手動で実行される（ステップＳ１
１）。そして、眼底カメラユニット２及びＯＣＴユニット１００等による眼底Ｅｆの撮影
画像及びＯＣＴ画像の撮影が実行される（ステップＳ１２）。なお、ステップＳ１１，Ｓ
１２の各処理についても公知技術であるので、ここでは具体的な説明は省略する。
【００９３】
　以下、検査対象部位を変更する場合には、上述のステップＳ１からステップＳ１２まで
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の処理が繰り返し実行される（ステップＳ１３）。なお、既述の図１１で説明したように
、１つ前の目標位置がレンズ中心部２２ａ内の視標位置ＴＭ，ＴＣＲ，ＴＣＬである場合
、表示制御部２１４は、既述の図１２に示したステップＳ６において、先の目標位置を基
準位置として、視標表示部３９に固視標９０を表示させる。これにより、被検眼Ｅの固視
位置を目標位置まで誘導させる際の誘導時間を短くすることができる。
【００９４】
　［本実施形態の効果］
　以上のように本実施形態では、検査対象部位に対応する目標位置がレンズ中心部２２ａ
内である場合には視標表示部３９に限定制御を実行させ、且つ目標位置がレンズ周辺部２
２ｂ内である場合には視標表示部３９に移動制御を実行させることができる。これにより
、目標位置がレンズ中心部２２ａ内である場合には被検眼Ｅの固視位置を目標位置に速や
かに誘導し、逆に目標位置がレンズ周辺部２２ｂ内である場合には被検眼Ｅの固視位置を
基準位置から目標位置に向けて確実に誘導することができる。その結果、固視標９０の光
束が対物レンズ２２を通過する位置に対応した最適な方法で被検眼Ｅに対して固視標９０
を提示することができる。
【００９５】
　［第２実施形態の眼科装置］
　図１３は、第２実施形態の眼科装置１の構成の一例を示す概略図である。この第２実施
形態の眼科装置１は、既述の移動制御時において被検眼Ｅが注視している対物レンズ２２
上の視線位置を検出し、この視線位置の検出結果を既述の移動制御に反映する。
【００９６】
　図１３に示すように、第２実施形態の眼科装置１は、眼底カメラユニット２がさらに視
線位置検出光学系７０を備える点を除けば上記第１実施形態の眼科装置１と基本的に同じ
構成である。このため、上記第１実施形態と機能又は構成上同一のものについては、同一
符号を付してその説明は省略する。
【００９７】
　視線位置検出光学系７０は、ミラー７１と、赤外ＬＥＤ７２と、ピンホール７３と、集
光レンズ７４と、ミラー７５と、結像レンズ７６と、ミラー７７と、イメージセンサ７８
と、半導体位置検出素子（Position Sensitive Detector）であるＰＳＤ７９と、を備え
る。
【００９８】
　ミラー７１は、既述のダイクロイックミラー４６と対物レンズ２２との間に配置されて
おり、例えばダイクロイックミラーが用いられる。このミラー７１は、既述の照明光、観
察照明光、及び信号光等（その反射光を含む）を透過させる。また、ミラー７１は、後述
のミラー７５から入射した近赤外光を対物レンズ２２に向けて反射すると共に、対物レン
ズ２２から入射した近赤外光の反射光をミラー７５に向けて反射する。
【００９９】
　赤外ＬＥＤ７２は、近赤外光をピンホール７３に向けて出射する。ピンホール７３は、
赤外ＬＥＤ７２から入射した近赤外光を点光源とした後、この点光源の近赤外光を集光レ
ンズ７４に向けて出射する。集光レンズ７４は、ピンホール７３から入射した近赤外光を
ミラー７５に向けて出射する。
【０１００】
　ミラー７５は、例えばハーフミラーが用いられる。このミラー７５は、集光レンズ７４
から入射した近赤外光の一部をミラー７１に向けてそのまま透過させる。これにより、ミ
ラー７５を透過した近赤外光は、ミラー７１により対物レンズ２２に向けて反射され、こ
の対物レンズ２２を通して被検眼Ｅに入射する。そして、被検眼Ｅにて反射された近赤外
光の反射光が、対物レンズ２２を通してミラー７１に入射し、このミラー７１によりミラ
ー７５に向けて反射される。ミラー７５は、ミラー７１から入射した反射光の一部を結像
レンズ７６に向けて反射する。
【０１０１】
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　結像レンズ７６は、ミラー７５から入射した反射光をミラー７７に向けて出射する。ミ
ラー７７は、結像レンズ７６から入射した反射光の一部をイメージセンサ７８に向けて反
射すると共に、結像レンズ７６から入射した反射光の残りをそのまま透過させてＰＳＤ７
９に向けて出射する。
【０１０２】
　イメージセンサ７８は、ＣＭＯＳ型又はＣＣＤ型であり、その撮像面にはミラー７７に
よって反射された反射光が被検眼Ｅの像として結像する。イメージセンサ７８は、撮像面
に結像された被検眼Ｅの像を撮像して、その撮像画像データ１５０（図１５参照）を統括
制御部２０２（図１４参照）へ出力する。
【０１０３】
　ＰＳＤ７９の受光面には、ミラー７７から入射した反射光が入射する。ＰＳＤ７９は、
その受光面における反射光の受光位置を検出可能なセンサであり、受光位置を示す受光信
号を統括制御部２０２（図１４参照）へ出力する。なお、ＰＳＤ７９の代わりにラインセ
ンサを用いてもよい。
【０１０４】
　図１４は、第２実施形態の演算制御ユニット２００の機能ブロック図である。図１４に
示すように、第２実施形態の演算制御ユニット２００は、統括制御部２０２が表示制御部
２１４の他に視線位置検出部２１６として機能する点を除けば、第１実施形態の演算制御
ユニット２００の同じ構成である。
【０１０５】
　視線位置検出部２１６は、既述の視線位置検出光学系７０と共に本発明の視線位置検出
部を構成する。視線位置検出部２１６は、既述の図１２に示した移動制御開始（ステップ
Ｓ５）に合わせて赤外ＬＥＤ７２を点灯させると共に、イメージセンサ７８から入力され
る被検眼Ｅの撮像画像データ１５０（図１５参照）及びＰＳＤ７９から入力される受光信
号に基づき、対物レンズ２２上で被検眼Ｅが注視している視線位置を検出する。
【０１０６】
　図１５は、プルキンエ像１５１を利用する視線位置検出部２１６の視線位置検出方法（
角膜検出方式）を説明するための説明図である。図１５の符号XVAに示すように、被検眼
Ｅの角膜表面上には、点光源の近赤外光の入射により、近赤外光の反射像であるプルキン
エ像１５１が生じる。このプルキンエ像１５１の位置は、被検眼Ｅの視線方向の変化に応
じて変化する。
【０１０７】
　従って、図１５の符号XVBに示すように、視線位置検出部２１６は、イメージセンサ７
８から入力される被検眼Ｅの撮像画像データ１５０と、ＰＳＤ７９から入力される受光信
号とに基づき、被検眼Ｅにおけるプルキンエ像１５１の位置座標Ｃ１を検出する。そして
、視線位置検出部２１６は、位置座標Ｃ１が示すプルキンエ像１５１の位置と瞳孔中心と
の相対位置に基づいて、被検眼Ｅの視線方向を検出する。なお、プルキンエ像１５１を利
用した視線方向の検出方法は公知技術であり、その詳細な説明は省略する。また、本実施
形態ではＰＳＤ７９を用いているが、ＰＳＤ７９を省略して、イメージセンサ７８から入
力される撮像画像データ１５０のみに基づいてプルキンエ像１５１の位置座標Ｃ１を検出
してもよい。
【０１０８】
　図１６は、被検眼Ｅの撮像画像データ１５０に基づき被検眼Ｅの視線方向を検出する方
法（強膜反射方式、暗瞳孔法）を説明するための説明図である。なお、この方法では被検
眼Ｅへの点光源の近赤外光の入射は省略することができる。視線位置検出部２１６は、図
１６の符号XVIAに示すようにイメージセンサ７８から被検眼Ｅの撮像画像データ１５０を
取得した後、図１６の符号XVIBに示すように、被検眼Ｅの撮像画像データ１５０を所定の
輝度しきい値で二値化する。被検眼Ｅの瞳孔はその周囲の領域と比較して低輝度であるの
で、撮像画像データ１５０を二値化すると、被検眼Ｅの瞳孔に対応する領域が黒画素領域
となり、瞳孔の周囲の領域が白画素領域となる。これにより、被検眼Ｅの撮像画像データ
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１５０から被検眼Ｅの瞳孔領域を特定することができる。
【０１０９】
　そして、図１６の符号XVICに示すように、視線位置検出部２１６は、二値化された被検
眼Ｅの撮像画像データ１５０から、被検眼Ｅの瞳孔領域（黒画素領域）の中心座標Ｃ２を
求め、求めた中心座標Ｃ２と既知の眼球の幾何学的構造とに基づいて、被検眼Ｅの視線方
向を検出する。なお、強膜反射方式（暗瞳孔法）による視線方向の検出は公知技術である
ので、その詳細な説明は省略する。
【０１１０】
　図１４に戻って、視線位置検出部２１６は、検出した被検眼Ｅの視線方向と、既知の撮
影光学系３０の撮影倍率とに基づき、被検眼Ｅが注視している対物レンズ２２上の視線位
置（注視点）の位置座標を検出し、この視線位置の位置座標の検出結果を表示制御部２１
４へ出力する。そして、視線位置検出部２１６は、被検眼Ｅの視線位置の検出を一定時間
ごとに繰り返し実行し、新たな視線位置の位置座標の検出結果を表示制御部２１４へ逐次
出力する。
【０１１１】
　図１７は、第２実施形態の表示制御部２１４による移動制御を説明するための説明図で
ある。図１７の符号XVIIAに示すように、第２実施形態の表示制御部２１４は、既述の第
１実施形態と同様に視標表示部３９を制御して、固視標９０の視標位置の基準位置から目
標位置への移動と、被検眼Ｅへの軌跡像９２の投射とを実行する。
【０１１２】
　さらに、第２実施形態の表示制御部２１４は、視線位置検出部２１６の検出結果に基づ
き、視標表示部３９に既述の視線位置を示す視線位置情報９４を表示させる。この場合、
表示制御部２１４は本発明の情報表示制御部として機能する。そして、視標表示部３９に
表示された視線位置情報９４の光束は、既述の固視標９０及び軌跡像９２の光束と共に、
ハーフミラー３９Ａから対物レンズ２２を経て被検眼Ｅに投射される。これにより、被検
眼Ｅに固視標９０、軌跡像９２、及び視線位置情報９４が提示される。
【０１１３】
　視線位置情報９４は、例えば目標位置を示す矢印等の記号が用いられる。これにより、
被検者は、目標位置と視線位置とのずれ量及びずれ方向を認識することができる。
【０１１４】
　そして、表示制御部２１４には、視線位置検出部２１６から新たな視線位置の検出結果
が逐次入力される。このため、図１７の符号XVIIBに示すように、対物レンズ２２上での
被検眼Ｅの視線位置が目標位置に向けて移動すると、これに応じて被検眼Ｅに提示される
視線位置情報９４の位置も更新される。これにより、被検者は、視線位置が目標位置に近
づいていることを認識することができる。その結果、被検眼Ｅの固視位置を目標位置まで
確実に誘導させることができる。
【０１１５】
　また、表示制御部２１４は、視線位置検出部２１６の検出結果に基づき、対物レンズ２
２上での固視標９０の視標位置と対物レンズ２２上での視線位置との位置ずれを補正する
補正制御を、視標表示部３９に実行させてもよい。
【０１１６】
　図１８は、第２実施形態の表示制御部２１４による補正制御を説明するための説明図で
ある。図１８の符号XVIIIA及び符号XVIIIBに示すように、表示制御部２１４は、移動制御
時において視標表示部３９を制御することで、固視標９０の視標位置を基準位置から目標
位置に向けて移動させ、且つ被検眼Ｅへの軌跡像９２及び視線位置情報９４の投射を実行
させる。
【０１１７】
　この際に、表示制御部２１４は、視線位置検出部２１６の検出結果に基づき、対物レン
ズ２２上での固視標９０の視標位置と視線位置との間に位置ずれが生じている場合に、視
標表示部３９上での固視標９０の移動速度（対物レンズ２２上での視標位置の移動速度）
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を減速させる補正制御を実行する。なお、表示制御部２１４は、視標位置と視線位置との
位置ずれ量の増加に応じて、固視標９０の移動速度の減速量を増加させる。これにより、
目標位置に向けて移動する固視標９０に対して被検眼Ｅの視線位置を確実に追随させるこ
とができるので、被検眼Ｅの固視位置を目標位置まで確実に誘導させることができる。
【０１１８】
　図１８の符号XVIIICに示すように、表示制御部２１４は、固視標９０の移動速度を遅く
させる代わりに或いは遅くさせるのに加えて、視線位置検出部２１６の検出結果に基づき
、対物レンズ２２上での固視標９０の視標位置と視線位置とを一致させるように、視標表
示部３９を補正制御してもよい。
【０１１９】
　具体的に表示制御部２１４は、視線位置検出部２１６の検出結果に基づき、対物レンズ
２２上での固視標９０の視標位置と視線位置との間に位置ずれが生じている場合、図中の
矢印βで示すように、視標表示部３９内での固視標９０の表示位置を視線位置情報９４に
一致させる位置制御を行う。これにより、対物レンズ２２上での固視標９０の視標位置と
視線位置とを一致させることができる。このため被検眼Ｅが固視標９０を見失った場合で
も再び固視標９０を固視することができる。
【０１２０】
　次いで、表示制御部２１４は、視標表示部３９を制御して、固視標９０の視標位置を再
び目標位置に向けて移動させる（矢印α参照）。以下、表示制御部２１４は、移動制御が
完了するまでの間、上述の位置ずれが生じる毎に視標表示部３９の補正制御を繰り返し実
行する。これにより、目標位置に向けて移動する固視標９０に対して被検眼Ｅの視線位置
を確実に追随させることができるので、被検眼Ｅの固視位置を目標位置まで確実に誘導さ
せることができる。
【０１２１】
　［その他］
　上記各実施形態の移動制御では、視標表示部３９に表示される固視標９０の表示位置を
移動させることにより、固視標９０の視標位置を基準位置から目標位置に移動させている
が、光スキャナを用いて固視標９０の光束を走査することにより固視標９０の視標位置を
基準位置から目標位置に移動させてもよい。この場合の光スキャナとしては、既述のガル
バノスキャナ４２の他に、共振型スキャナ（レゾナントスキャナ）及びＭＥＭＳ（Micro 
Electro Mechanical Systems）スキャナ等が用いられる。
【０１２２】
　上記各実施形態では、被検眼Ｅに対して軌跡像９２の提示を行っているが、この軌跡像
９２の提示は省略してもよい。
【０１２３】
　上記第２実施形態の視線位置検出部２１６による視線位置検出方法は、既述の図１５及
び図１６で説明した方法に限定されるものではない。例えば、検者の目頭等の基準点と被
検眼Ｅの虹彩等の動点との位置関係を用いる方法、及び眼電位センサを用いて被検眼Ｅの
動きを検出する方法などの公知の視線位置検出方法を用いることができる。
【０１２４】
　上記各実施形態では表示制御部２１４による移動制御を実行する場合に、固視標９０の
視標位置を基準位置から目標位置に向けて直線状（最短距離）の経路で移動させているが
、曲線状等の各種の非直線状の経路で移動させてもよい。
【０１２５】
　上記各実施形態では、眼科装置１として光干渉断層計と眼底カメラとの複合機を例に挙
げて説明を行ったが、光干渉断層計、眼底カメラ、走査型レーザ検眼鏡、レーザ治療装置
（光凝固装置）、及び視野計などの被検眼Ｅに固視標９０を提示する各種眼科装置に本発
明を適用することができる。
【符号の説明】
【０１２６】
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１…眼科装置，
２…眼底カメラユニット，
１０…照明光学系，
２２…対物レンズ，
２２ａ…レンズ中心部，
２２ｂ…レンズ周辺部，
３０…撮影光学系，
３９…視標表示部，
７０…視線位置検出光学系，
９０…固視標，
９２…軌跡像，
９４…視線位置情報，
２００…演算制御ユニット，
２０２…統括制御部，
２１０…操作部，
２１２…対応情報，
２１４…表示制御部，
２１６…視線位置検出部

【図１】 【図２】
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